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(57)【要約】
【課題】複数の電線を圧接端子に圧接する際に必要な荷
重を小さく抑えるとともに、電線と圧接端子との接続安
定性が低下することを防ぐことができる電線保持構造を
提供すること。
【解決手段】複数の電線Ｗの一部が整列保持され、電線
ホルダー６０が回動されながら電線ホルダー取付部１１
０に取り付けられた場合、複数の電線Ｗが圧接端子３２
に圧接されて保持される電線保持構造１において、電線
ホルダー取付部１１０は、電線ホルダー６０が回動され
ながら取り付けられる場合、各電線Ｗが電線ホルダー６
０の両側部６０ｃ位置で上方に屈曲されるように各電線
Ｗに当接され、複数の電線Ｗの上方に屈曲された部分Ｗ
１とともに電線ホルダー６０を側方から挟み込むことに
よって電線ホルダー６０を保持する一対の電線ホルダー
保持壁１４０を有してなる。
【選択図】図８
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の電線の一部が整列保持され、前記複数の電線の延在方向に直交する方向の一端側
に回動軸を有してなる電線ホルダーと、前記複数の電線の各電線が圧接される複数の圧接
端子が設けられ、前記電線ホルダーが前記回動軸を軸支部によって軸支され、回動されな
がら取り付けられる電線ホルダー取付部と、を有してなり、前記電線ホルダーが前記電線
ホルダー取付部に取り付けられた場合、前記複数の電線が前記圧接端子に圧接されて保持
される電線保持構造において、
　前記電線ホルダー取付部は、
　前記電線ホルダーが回動されながら取り付けられる場合、前記各電線が前記電線ホルダ
ーの両側部位置で上方に屈曲されるように各電線に当接され、前記複数の電線の上方に屈
曲された部分とともに前記電線ホルダーを側方から挟み込むことによって前記電線ホルダ
ーを保持する一対の電線ホルダー保持壁
　を有してなることを特徴とする電線保持構造。
【請求項２】
　前記回動軸は、
　断面半円形状をなし、
　前記軸支部は、
　前記回動軸が上方から挿入可能に形成された溝からなり、かつ前記回動軸が断面半円形
状の直線部分を溝の内縁に向けて挿入されるように溝幅が設定されてなる幅小溝部と、前
記幅小溝部の下端に水平方向の段差面を形成するように溝幅が拡大され、溝の底で前記回
動軸が前記直線部分を上方に向けるように回動される幅大溝部と、を含む軸受け溝部
　を有してなり、
　前記段差面は、
　前記電線ホルダーが回動の途中で上方へ移動された場合、前記回動軸の直線部分を形成
する面に当接されること
　を特徴とする請求項１に記載の電線保持構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数の電線が圧接端子に圧接されて保持される電線保持構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、複数の電線が圧接端子に圧接されて保持される電線保持構造は、複数の電線の一
部が整列保持される電線ホルダーと、各電線が圧接される複数の圧接端子が設けられ、電
線ホルダーの取り付け先となる電線ホルダー取付部と、を有し、電線ホルダーが電線ホル
ダー取付部に取り付けられることによって複数の電線が圧接端子に圧接されて保持される
電線保持構造が用いられる。例えば、特許文献１には、複数の電線が圧接端子に同時に圧
接される場合であっても、圧接に必要な荷重を小さく抑えることができるようにした電線
保持構造が提案されている（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　特許文献１に記載の電線保持構造は、複数の電線の一部が整列保持され、複数の電線の
延在方向に直交する方向の一端側に回動軸を有してなる電線ホルダーと、回動軸を軸支す
る軸支部および各電線が圧接される複数の圧接端子が設けられ、かつ電線ホルダーが軸支
部によって軸支され、回動されながら取り付けられる電線ホルダー取付部と、を有してな
り、電線ホルダーが電線ホルダー取付部に取り付けられた場合、複数の電線が圧接端子に
圧接されて保持されるようになっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
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【特許文献１】特開２０１１－１１３８０２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、特許文献１に記載された電線保持構造は、電線ホルダー取付部によって
複数の電線が導出される部分を避けるようにして電線ホルダーが保持されるので、電線ホ
ルダーの保持力が弱くなり、電線ホルダーがガタつき、結果的に電線と圧接端子との接続
安定性が低下するおそれがあった。
【０００６】
　本発明は、上記に鑑みてなされたものであって、複数の電線を圧接端子に圧接する際に
必要な荷重を小さく抑えるとともに、電線と圧接端子との接続安定性が低下することを防
ぐことができる電線保持構造を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、本発明の請求項１に係る電線保持構造
は、複数の電線の一部が整列保持され、前記複数の電線の延在方向に直交する方向の一端
側に回動軸を有してなる電線ホルダーと、前記複数の電線の各電線が圧接される複数の圧
接端子が設けられ、前記電線ホルダーが前記回動軸を軸支部によって軸支され、回動され
ながら取り付けられる電線ホルダー取付部と、を有してなり、前記電線ホルダーが前記電
線ホルダー取付部に取り付けられた場合、前記複数の電線が前記圧接端子に圧接されて保
持される電線保持構造において、前記電線ホルダー取付部は、前記電線ホルダーが回動さ
れながら取り付けられる場合、前記各電線が前記電線ホルダーの両側部位置で上方に屈曲
されるように各電線に当接され、前記複数の電線の上方に屈曲された部分とともに前記電
線ホルダーを側方から挟み込むことによって前記電線ホルダーを保持する一対の電線ホル
ダー保持壁を有してなることを特徴とする。
【０００８】
　また、本発明の請求項２に係る電線保持構造は、上記の発明において、前記回動軸は、
断面半円形状をなし、前記軸支部は、前記回動軸が上方から挿入可能に形成された溝から
なり、かつ前記回動軸が断面半円形状の直線部分を溝の内縁に向けて挿入されるように溝
幅が設定されてなる幅小溝部と、前記幅小溝部の下端に水平方向の段差面を形成するよう
に溝幅が拡大され、溝の底で前記回動軸が前記直線部分を上方に向けるように回動される
幅大溝部と、を含む軸受け溝部を有してなり、前記段差面は、前記電線ホルダーが回動の
途中で上方へ移動された場合、前記回動軸の直線部分を形成する面に当接されることを特
徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明の請求項１に係る電線保持構造は、前記電線ホルダーが前記軸支部によって軸支
され、回動されながら前記複数の電線を前記圧接端子に圧接させ、しかもストレインリリ
ーフ構造を適用し、前記一対の電線ホルダー保持壁が前記複数の電線の上方に屈曲された
部分とともに前記電線ホルダーを側方から挟み込み、前記電線ホルダーを保持することに
よって、前記電線ホルダーのガタつきを抑えるようになっているので、複数の電線を圧接
端子に圧接する際に必要な荷重を小さく抑えるとともに、電線と圧接端子との接続安定性
が低下することを防ぐことができる。
【００１０】
　本発明の請求項２に係る電線保持構造は、前記電線ホルダーの回動の途中で、前記電線
が、前記一対の電線ホルダー保持壁に接触され、反力により前記電線ホルダーが上方へ移
動された場合、前記回動軸の直線部分を形成する面が前記段差面に当接され、前記段差面
が梃子の原理における支点になって前記電線ホルダーが回動されるので、前記電線ホルダ
ーが前記一対の電線ホルダー保持壁との間に前記複数の電線を位置させた状態で回動され
た場合であっても、回転の際に必要な荷重を小さく抑えることがことできる。
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【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】図１は、本発明の実施例に係る電線保持構造が組み込まれた照明装置の分解斜視
図である。
【図２】図２は、図１に示した電線ホルダーが取り付けられる前の照明装置の斜視図であ
る。
【図３】図３は、図２に示した電線ホルダー取付部周辺を拡大した図である。
【図４】図４は、図３に示した電線ホルダー取付部周辺の上面図である。
【図５】図５は、図１に示した電線ホルダーを拡大した図である。
【図６】図６は、図１に示した電線ホルダーの上押さえ部と下押さえ部とを重ね合わせる
前の状態を示した斜視図である。
【図７】図７は、図４に示した電線ホルダー取付部に電線ホルダーが取り付けられた状態
を示した上面図である。
【図８】図８は、図７に示した電線ホルダーおよび電線ホルダー取付部の側面図である。
【図９】図９は、図７に示した電線ホルダーおよび電線ホルダー取付部のＡ－Ａ線断面図
である。
【図１０】図１０は、図７に示した電線ホルダーおよび電線ホルダー取付部のＢ－Ｂ線断
面図である。
【図１１】図１１は、電線ホルダーに４本の電線をセットする手順を示した図である。
【図１２】図１２は、電線ホルダーを電線ホルダー取付部に取り付ける手順を示した図で
ある。
【図１３】図１３は、電線ホルダーを電線ホルダー取付部に取り付ける手順を示した図で
ある。
【図１４】図１４は、図７に示した電線ホルダーおよび電線ホルダー取付部のＡ－Ａ線断
面図であり、電線が一対の電線ホルダー保持壁に当接される前の状態を説明するための図
である。
【図１５】図１５は、図７に示した電線ホルダーおよび電線ホルダー取付部のＡ－Ａ線断
面図であり、電線ホルダーが電線ホルダー取付部に取り付け完了された状態を説明するた
めの図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、図面を参照して、本発明に係る電線保持構造の実施の形態について詳細に説明す
る。
【実施例】
【００１３】
　図１は、本発明の実施例に係る電線保持構造１が組み込まれた照明装置の分解斜視図で
ある。図２は、図１に示した電線ホルダー６０が取り付けられる前の照明装置２００の斜
視図である。図３は、図２に示した電線ホルダー取付部１１０周辺を拡大した図である。
図４は、図３に示した電線ホルダー取付部１１０周辺の上面図である。図５は、図１に示
した電線ホルダー６０を拡大した図である。図６は、図１に示した電線ホルダー６０の上
押さえ部７０と下押さえ部８０とを重ね合わせる前の状態を示した斜視図である。図７は
、図４に示した電線ホルダー取付部１１０に電線ホルダー６０が取り付けられた状態を示
した上面図である。図８は、図７に示した電線ホルダー６０および電線ホルダー取付部１
１０の側面図である。図９は、図７に示した電線ホルダー６０および電線ホルダー取付部
１１０のＡ－Ａ線断面図である。図１０は、図７に示した電線ホルダー６０および電線ホ
ルダー取付部１１０のＢ－Ｂ線断面図である。図１１は、電線ホルダー６０に４本の電線
Ｗをセットする手順を示した図である。
　なお、便宜上、図中矢印方向を前後、左右及び上下方向とする。
【００１４】
　本発明の実施例に係る電線保持構造１は、４本の電線Ｗの一部が整列保持され、４本の
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電線Ｗの延在方向に直交する方向の一端側に回動軸７２を有してなる電線ホルダー６０と
、４本の電線Ｗの各電線Ｗが圧接される複数の圧接端子３２が設けられ、電線ホルダー６
０が回動軸７２を軸支部１２０によって軸支され、回動されながら取り付けられる電線ホ
ルダー取付部１１０と、を有してなり、電線ホルダー６０が電線ホルダー取付部１１０に
取り付けられた場合、電線ホルダー６０と電線ホルダー取付部１１０とが係合部１５０に
よって係合され、４本の電線Ｗが圧接端子３２に圧接されて保持されるものである。
　このような電線保持構造１は、例えば、車内の天井に配置される照明装置２００に組み
込まれる。
　この照明装置２００は、レンズ１０と、照明機能部２０と、ハウジング１００と、を有
してなる。
【００１５】
　まず、レンズ１０について説明する。
　レンズ１０は、外形が長方形状をなし、光源となるバルブ５０から出射された光を集光
するものである。
【００１６】
　次に、照明機能部２０について説明する。
　照明機能部２０は、バスバー３０と、スイッチ操作部４０と、バルブ５０と、電線ホル
ダー６０とを有してなる。
【００１７】
　バスバー３０は、導電性の金属板状部材が回路形状にプレス加工されてなる配線部材で
ある。このバスバー３０は、不図示の溶着ピン等を用いてハウジング１００に取り付けら
れる。
　また、バスバー３０は、給電端子３１および４本の電線Ｗが圧接される４つの圧接端子
３２を有してなる。各圧接端子３２は、図３および図４に示すように、溝３２ｂが形成さ
れた圧接刃３２ａを有し、この圧接刃３２ａの溝３２ｂ内に電線Ｗが押し込まれることに
よって、電線Ｗの不図示の絶縁被覆部が剥がされ、露出された導体部が圧接刃３２ａに接
続されるようになっている。
　なお、この実施例では、電線Ｗの数が４本であるものを例示したが、電線Ｗの数は４本
に限定されない。また、圧接端子３２についてもその数は限定されず、電線Ｗの数に応じ
て設けられる。
【００１８】
　スイッチ操作部４０は、バルブ５０の点灯消灯の動作モードを切替え操作するための操
作部であり、ハウジング１００に取り付けられる。このスイッチ操作部４０には、端子で
あるコンタクト４１が組み込まれ、このコンタクト４１が給電端子３１に接触されること
によって、スイッチ操作部４０による動作モードに応じたバルブ５０への通電操作が行な
われるようになっている。
【００１９】
　電線ホルダー６０は、４本の電線Ｗの一部が整列保持されるものであり、回動されなが
ら電線ホルダー取付部１１０に取り付けられることによって４本の電線Ｗが各圧接端子３
２に同時に圧接されるようになっている。
　この電線ホルダー６０は、図５および図６に示すように、電線ホルダー６０のホルダー
上面６０ａを形成する上押さえ部７０と、電線ホルダー６０のホルダー底面６０ｂを形成
する下押さえ部８０とが折り曲げ可能な連結部９０を介して連結されている。電線ホルダ
ー６０は、この連結部９０が折り曲げられることによって上押さえ部７０と下押さえ部８
０とが重ね合わされ、上押さえ部７０と下押さえ部８０との間に４本の電線Ｗが挟み込ま
れるようになっている。
【００２０】
　上押さえ部７０は、上押さえ側係合部７１と、回動軸７２と、上押さえ側電線保持部７
３とを有してなる。
　上押さえ側係合部７１は、上押さえ部７０が下押さえ部８０と重ね合わされた場合、後
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述する下押さえ側係合部８１と係合される部分である。この上押さえ側係合部７１は、電
線Ｗの並び方向の上押さえ部７０の端部のうち、連結部９０が設けられない側の端部７０
ａから突起されてなる係合突部７１ａを有してなる。
【００２１】
　回動軸７２は、上押さえ部７０の電線Ｗの並び方向の端部のうち、連結部が設けられな
い側の端部７０ａ近傍の両側部から突出されてなる。この回動軸７２は、断面が半円形状
の柱状をなしている。
【００２２】
　上押さえ側電線保持部７３は、４本の電線Ｗの一部が整列保持される部分であり、各電
線Ｗが嵌め込まれる４つの電線保持溝７３ａを有してなる。
【００２３】
　下押さえ部８０は、下押さえ側係合部８１と、圧接刃貫通部８２と、下押さえ側電線保
持部８３とを有してなる。
　下押さえ側係合部８１は、上押さえ部７０が下押さえ部８０と重ね合わされた場合、上
押さえ部側係合部７１と係合される部分である。この下押さえ側係合部８１は、電線Ｗの
並び方向の下押さえ部８０の端部のうち、連結部９０が設けらない側の端部８０ａ位置で
上押さえ部７０との重ね合わせ面８０ｂに片状に立設された係合片部８１ａと、この係合
片部８１ａに形成された貫通孔である係合孔８１ｂとを有してなる。
【００２４】
　圧接刃貫通部８２は、圧接刃３２ａが下押さえ部８０を貫通されるため下押さえ部８０
に形成された貫通孔である。
【００２５】
　下押さえ側電線保持部８３は、上押さえ部７０と下押さえ部８０とが４本の電線Ｗを間
に挟むようにして重ね合わされた場合、４本の電線Ｗの整列状態を維持しながら、各電線
Ｗを上押さえ部７０の各電線保持溝７３ａ内に押し込む部分である。
【００２６】
　また、電線ホルダー６０は、後述する係合壁部１２６が挿通可能に形成された係合用貫
通孔６１が形成されており、この係合用貫通孔６１内で電線ホルダー６０に設けられた係
合凸部１５１と、電線ホルダー取付部１１０に設けられた係合孔部１５２とが係合される
ことによって電線ホルダー取付部１１０に固定されるようになっている。
【００２７】
　このような電線ホルダー６０に４本の電線Ｗをセットする場合、図１１に示すように、
電線ホルダー６０を固定するとともに各電線Ｗの位置および張力を調整するための電線セ
ット補助冶具３００を用いる。作業者は、電線ホルダー６０を電線セット補助冶具３００
にセットし（図１１（ａ））、上押さえ部７０の各電線保持溝７３ａの溝入口に各電線Ｗ
を配置し（図１１（ｂ））、連結部９０を折り曲げ、下押さえ部８０を上押さえ部７０に
重ね合わせる（図１１（ｃ））ことによって電線ホルダー６０に４本の電線Ｗがセットさ
れる。
【００２８】
　次に、ハウジング１００について説明する。
　ハウジング１００は、照明装置２００の基部として、レンズ１０および照明機能部２０
が取り付けられる。
　このハウジング１００は、電線ホルダー６０が取り付けられる電線ホルダー取付部を有
してなる。
【００２９】
　電線ホルダー取付部１１０は、４本の電線Ｗの各電線Ｗが圧接される４つの圧接端子３
２が設けられ、電線ホルダー６０が回動軸を軸支部１２０によって軸支され、回動されな
がら取り付けられる部分であり、電線ホルダー６０が電線ホルダー取付部１１０に取り付
けられた場合、４本の電線Ｗが圧接端子３２に圧接されて保持されるようになっている。
【００３０】
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　各軸支部１２０は、電線ホルダー６０が取り付けされる取付面１１０ａに立設された壁
からなる軸受け壁部１２１と、回動軸７２が上方から挿入可能に形成された溝からなる軸
受け溝部１２２と、電線ホルダー６０の上方への移動を規制するように電線ホルダー６０
に当接され、回動軸７２が軸受け溝部１２２からの抜け出すことを防止する軸抜け防止用
当接面１３０と、電線ホルダー６０が取り付けされる取付面１１０ａに立設され、後述す
る係合孔部１５２が形成される係合壁部１２６と、を有してなる。
【００３１】
　軸受け溝部１２１は、図８に示すように、溝入口側から溝内に向けて溝幅が小さい部分
から大きい部分に変化されるように幅小溝部１２３および幅大溝部１２４を有してなる。
　幅小溝部１２３は、断面半円の柱状である回動軸の半径とほぼ等しい溝幅をなす部分で
ある。このような幅小溝部１２３によって、回動軸７２が断面半円形状の直線部分７２ａ
を溝の内縁に向けて挿入されるようになっている。
　幅大溝部１２４は、幅小溝部１２３の下端に水平方向の段差面１２４ａを形成するよう
に溝の終端部まで溝幅が拡大された部分である。このような幅大溝部１２４によって、回
動軸７２が、溝の終端部で断面半円形状の直線部分７２ａを上方に向ける向きに回動され
るようになっている。
【００３２】
　軸抜け防止用当接面１３０は、上部迫出し壁１２５の下面１２５ａと、上述した軸受け
溝部１２２の段差面１２４ａとを有してなる。
　上部迫出し壁１２５は、電線ホルダー６０のホルダー上面６０ａの上方に迫出すように
設けられた壁であり、電線ホルダー６０が取付完了位置から上方に移動された場合、上部
迫出し壁１２５の下面１２５ａがホルダー上面６０ａに当接されるようになっている。
【００３３】
　軸受け溝部１２２の段差面１２４ａは、電線ホルダー６０が上方への移動された場合、
回動軸７２の直線部分７２ａを形成する面７２ｂに当接されるようになっている。
【００３４】
　また、電線ホルダー取付部１１０は、電線ホルダー６０を保持する一対の電線ホルダー
保持壁１４０を有してなる。
　一対の電線ホルダー保持壁１４０は、電線ホルダー６０が回動されながら電線ホルダー
取付部１１０に取り付けられる場合、各電線Ｗが電線ホルダー６０の両側部６０ｃ位置で
上方に屈曲されるように各電線Ｗに当接され、４本の電線Ｗの上方に屈曲された部分Ｗ１
とともに電線ホルダー６０を側方から挟み込むことによって電線ホルダー６０を保持する
ものである。
【００３５】
　各電線ホルダー保持壁１４０は、外形矩形状をなし、前後方向の幅が、図８に示すよう
に、電線ホルダー６０が電線ホルダー取付部１１０に取り付けられた状態で、電線ホルダ
ー６０によって保持された部分の電線Ｗが電線ホルダー保持壁１４０の面内に収まるよう
に設定されている。
　また、各電線ホルダー保持壁１４０は、その高さが、電線ホルダー６０が電線ホルダー
取付部１１０に取り付けられた状態で、上端が電線ホルダー６０によって保持された部分
の電線Ｗに比して上方に位置するように設定されている。
　さらに、各電線ホルダー保持壁１４０は、各電線ホルダー保持壁１４０と電線ホルダー
６０の側部６０ｃとの間隔が、図１０に示すように、電線Ｗの直径と略等しくなるように
設定されている。
【００３６】
　次に、係合部１５０について説明する。
　係合部１５０は、電線ホルダー６０と電線ホルダー取付部１１０とが、電線ホルダー６
０に設けられた係合凸部１５１と、電線ホルダー取付部１１０に設けられた係合孔部１５
２とで、電線ホルダー６０の取付完了位置にて係合されるものである。
【００３７】
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　係合凸部１５１は、弾性係合片部１５１ａから突起された部分である。弾性係合片部１
５１ａは、係合用貫通孔６１の孔縁、かつ上押さえ部７０の重ね合わせ面７０ｂから片状
に突出され、係合用貫通孔６１内でＵ字状に屈曲されてなる。
　係合孔部１５２は、係合壁部１２６が水平方向に貫通されるように形成されてなる。
【００３８】
　ここで、図１２－図１５を用いて、電線ホルダー６０を電線ホルダー取付部１１０に取
り付ける手順を説明する。図１２および図１３は、電線ホルダー６０を電線ホルダー取付
部１１０に取り付ける手順を示した図である。図１４は、図７に示した電線ホルダー６０
および電線ホルダー取付部１１０のＡ－Ａ線断面図であり、電線Ｗが一対の電線ホルダー
保持壁１４０に当接される前の状態を説明するための図である。図１５は、図７に示した
電線ホルダー６０および電線ホルダー取付部１１０のＡ－Ａ線断面図であり、電線ホルダ
ー６０が電線ホルダー取付部１１０に取り付け完了された状態を説明するための図である
。
　まず、作業者は、電線ホルダー６０の回動軸７２を、各軸支部１２０に取り付ける（図
１２（ａ）参照）。この状態では、電線ホルダー６０から導出される各電線Ｗは、図１４
に示すように、屈曲されていない。
また、回動軸７２が軸受け溝部１２２の入り口から挿入されて軸支部１２０に取り付けら
れる場合、回動軸７２が直線部分７２ａを溝の内縁に向けて挿入される。このため、電線
ホルダー６０の向きが定まり、電線ホルダー６０の誤組み付けが防止される。
【００３９】
　その後、作業者は、回動軸７２を中心として、電線ホルダー６０を回動させる（図１２
（ｂ）参照）。このとき、電線ホルダー６０が回動されるとともに、４本の電線Ｗが各圧
接刃３２ａに近づけられる。また、電線ホルダー６０は、電線ホルダー６０の両側部６０
ｃから導出される４本の電線Ｗが、一対の電線ホルダー保持壁１４０に当接開始され、各
電線Ｗが上方に屈曲されるように回動される。
　この電線ホルダー６０の回動の途中で、電線Ｗが、一対の電線ホルダー保持壁１４０に
接触されると、一対の電線ホルダー保持壁１４０からの反力により電線ホルダー６０が上
方へ移動され、回動軸７２の面７２ｂが段差面１２４ａに当接される。このような場合、
段差面１２４ａが梃子の原理における支点になって電線ホルダー６０が回動される。
【００４０】
　その後、作業者は、さらに電線ホルダー６０を回動させることによって、各電線Ｗが各
圧接端子３２に圧接開始される（図１２（ｃ）参照）。このとき、電線Ｗが圧接刃３２ａ
に接触されると、電線Ｗを切ろうとする力の反力により電線ホルダー６０が上方へ移動さ
れ、回動軸７２の面７２ｂが段差面１２４ａに当接される。このため、段差面１２４ａが
梃子の原理における支点となり、電線Ｗを支点に近づけて容易に圧接することができる。
【００４１】
　その後、作業者は、さらに電線ホルダー６０を回動させ、電線ホルダー６０と電線ホル
ダー取付部１１０とを係合部１５０によって係合することによって、電線ホルダー６０が
電線ホルダー取付部１１０に取り付け完了される（図１２（ｄ）参照）。電線ホルダー６
０が電線ホルダー取付部１１０に取り付け完了されると、電線ホルダー６０は、図１５に
示すように、上方に屈曲された電線Ｗとともに一対の電線ホルダー保持壁１４０によって
両側部６０ｃ側から保持される。また、電線ホルダー６０の両側部６０ｃから導出された
各電線Ｗは上方に向けて屈曲された状態で保持される。すなわち、各電線Ｗは、ストレイ
ンリリーフ構造になるため、各電線Ｗに引っ張り力が作用しても、その引っ張り力が圧接
箇所に直接作用しないようになっている。
【００４２】
　本発明の実施例に係る電線保持構造１は、電線ホルダー６０が軸支部１２０によって軸
支され、回動されながら４本の電線Ｗを圧接端子３２に圧接させ、しかもストレインリリ
ーフ構造を適用し、一対の電線ホルダー保持壁１４０が４本の電線Ｗの上方に屈曲された
部分Ｗ１とともに電線ホルダー６０を側方から挟み込み、電線ホルダー６０を保持するこ
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とによって、電線ホルダー６０のガタつきを抑えるようになっているので、４本の電線Ｗ
を圧接端子３２に圧接する際に必要な荷重を小さく抑えるとともに、電線Ｗと圧接端子３
２との接続安定性が低下することを防ぐことができる。
【００４３】
　また、本発明の実施例に係る電線保持構造１は、電線ホルダー６０の回動の途中で、電
線Ｗが、一対の電線ホルダー保持壁１４０に接触され、反力により電線ホルダー６０が上
方へ移動された場合、回動軸７２の直線部分７２ａを形成する面７２ｂが段差面１２４ａ
に当接され、段差面１２４ａが梃子の原理における支点になって電線ホルダー６０が回動
されるので、電線ホルダー６０が一対の電線ホルダー保持壁１４０との間に４本の電線を
位置させた状態で回動された場合であっても、回転の際に必要な荷重を小さく抑えること
がことできる。
【００４４】
　なお、本発明の実施例に係る電線保持構造１は、各電線ホルダー保持壁１４０が外形矩
形状をなすものを例示したが、これに限らず、電線ホルダー６０が回動されながら取り付
けられる場合、複数の電線Ｗが上方に屈曲されるように複数の電線Ｗに当接され、電線ホ
ルダー６０が取り付け完了された場合、複数の電線Ｗとともに電線ホルダー６０を側方か
ら挟み込むようになっていればその他の形状であっても構わない。
【００４５】
　また、本発明の実施例に係る電線保持構造１は、回動軸７２が断面半円形状であるもの
を例示したが、これに限らず、断面円状であっても構わない。
【００４６】
　以上、本発明者によってなされた発明を、上述した発明の実施例に基づき具体的に説明
したが、本発明は、上述した発明の実施例に限定されるものではなく、その要旨を逸脱し
ない範囲において種々変更可能である。
【符号の説明】
【００４７】
　　　１　　　　電線保持構造
　　　１０　　　レンズ
　　　２０　　　照明機能部
　　　３０　　　バスバー
　　　３１　　　給電端子
　　　３２　　　圧接端子
　　　３２ａ　　圧接刃
　　　３２ｂ　　溝
　　　４０　　　スイッチ操作部
　　　４１　　　コンタクト
　　　５０　　　バルブ
　　　６０　　　電線ホルダー
　　　６０ａ　　ホルダー上面
　　　６０ｂ　　ホルダー底面
　　　６０ｃ　　側部
　　　６１　　　係合用貫通孔
　　　７０　　　上押さえ部
　　　７０ａ　　端部
　　　７０ｂ　　重な合わせ面
　　　７１　　　上押さえ側係合部
　　　７１ａ　　係合突部
　　　７２　　　回動軸
　　　７２ａ　　直線部分
　　　７２ｂ　　面
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　　　７３　　　上押さえ側電線保持部
　　　７３ａ　　電線保持溝
　　　８０　　　下押さえ部
　　　８０ａ　　端部
　　　８０ｂ　　重ね合わせ面
　　　８１　　　下押さえ側係合部
　　　８１ａ　　係合片部
　　　８１ｂ　　係合孔
　　　８２　　　圧接刃貫通部
　　　８３　　　下押さえ側電線保持部
　　　９０　　　連結部
　　　１００　　ハウジング
　　　１１０　　電線ホルダー取付部
　　　１１０ａ　取付面
　　　１２０　　軸支部
　　　１２１　　軸受け壁部
　　　１２２　　軸受け溝部
　　　１２３　　幅小溝部
　　　１２４　　幅大溝部
　　　１２４ａ　段差面
　　　１２５　　上部迫出し壁
　　　１２５ａ　下面
　　　１２６　　係合壁部
　　　１３０　　軸抜け防止用当接面
　　　１４０　　電線ホルダー保持壁
　　　１５０　　係合部
　　　１５１　　係合凸部
　　　１５１ａ　弾性係合片
　　　１５２　　係合孔部
　　　２００　　照明装置
　　　３００　　電線セット補助冶具
　　　Ｗ　　　　電線
　　　Ｗ１　　　上方に屈曲された部分
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